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第１０回軽米町議会定例会  

 

令和 ２年 ６月 ８日（月） 

午前１０時００分   開 議  

 

議 事 日 程 

 日程第 １ 一般質問 

       ４番 中 村 正 志 君 

       ５番 田 村 せ つ 君 

       ３番 江刺家 静 子 君 

      １１番 茶 屋   隆 君 

 日程第 ２ 議案第 ６号 財産の取得に関し議決を求めることについて  

 日程第 ３ 議案第 ７号 財産の取得に関し議決を求めることについて  



- 15 - 

〇出席議員（１２名）  

   １番 上 山   誠 君       ２番 西 舘 徳 松 君 

   ３番 江刺家 静 子 君       ４番 中 村 正 志 君 

   ５番 田 村 せ つ 君       ６番 舘 坂 久 人 君 

   ７番 大 村   税 君       ８番 本 田 秀 一 君 

   ９番 細谷地 多 門 君      １０番 山 本 幸 男 君 

  １１番 茶 屋   隆 君      １２番 松 浦 満 雄 君 

 

〇欠席議員（なし）  

 

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名  

      町            長      山 本 賢 一 君 

      総 務 課 総 括 課 長      吉 岡   靖 君 

      会計管理者兼税務会計課総括課長兼収納・会計担当課長      梅 木 勝 彦 君 

      町 民 生 活 課 総 括 課 長      松 山   篤 君 

      健 康 福 祉 課 総 括 課 長      坂 下 浩 志 君 

      産 業 振 興 課 総 括 課 長      小 林   浩 君 

      地 域 整 備 課 総 括 課 長      戸田沢 光 彦 君 

      再生可能エネルギー推進室長      福 田 浩 司 君 

      水 道 事 業 所 長      戸田沢 光 彦 君 

      教 育 委 員 会 教 育 長      菅 波 俊 美 君 

      教育委員会事務局総括次長      大清水 一 敬 君 

      選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 長      吉 岡   靖 君 

      農 業 委 員 会 会 長      山 田 一 夫 君 

      農 業 委 員 会 事 務 局 長      小 林   浩 君 

      監    査    委    員      竹 下 光 雄 君 

      監 査 委 員 事 務 局 長      小 林 千鶴子 君 

 

〇職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名  

      議 会 事 務 局 長      小 林 千鶴子 君 

      議 会 事 務 局 主 任 主 査      関 向 孝 行 君 

      議 会 事 務 局 主 事 補      小野家 佳 祐 君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開議の宣告 

〇議長（松浦満雄君）  おはようございます。ただいまの出席議員は定足数に達しており

ますので、会議は成立しました。 

    これから本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎諸般の報告 

〇議長（松浦満雄君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。 

    本日の一般質問は、通告順によって４番、中村正志君、５番、田村せつ君、３番、

江刺家静子君、１１番、茶屋隆君の４人とします。 

    次に、本日付で町長から議案２件の追加提出がありました。印刷配付してござい

ますので、朗読は省略いたします。 

    町長から追加された議案２件の取扱いについては、本日議会運営委員会において

協議した結果、令和２年度軽米町一般会計補正予算等審査特別委員会に付託して審

査することで協議が調った旨、議会運営委員長から報告がありました。 

    以上により、本日の議事日程及び追加議案の付託区分は、お手元に印刷配付して

ございますので、朗読は省略いたします。 

    これで諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎一般質問 

〇議長（松浦満雄君） これより本日の議事日程に入ります。 

    日程第１、一般質問を行います。 

    質問通告に基づき、順番に発言を許します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◇４番 中 村 正 志 議員 

〇議長（松浦満雄君） 中村正志君。 

             〔４番 中村正志君登壇〕 

〇４番（中村正志君）  私からは、山本町政の総仕上げとなる５期目における町づくりの

基本姿勢と新型コロナウイルス感染症対策の軽米町単独事業についてお伺いいたし

ます。 

    山本町長は、昨年１月、これまでの４期１６年の総仕上げとして、５期目への挑

戦で見事当選を果たし、軽米町の町づくりを２０年間務めることとなりました。経

験豊富な山本町長に対し、軽米町民の期待は大変大きいと思われます。町民へ約束

した公約を次々と果たし、さらには軽米町を飛躍的に発展させてくれるものと、町
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民の夢も大きく膨らんでいることではないでしょうか。 

    さて、山本町政の５期目も既に１年半近く経過してきております。果たして山本

町長の公約実行はどの程度進んでいるのでしょうか。町民には、どのように映って

いるのでしょうか。継続事業については、火葬場やいちい荘建設、交流駅整備は進

められているようですが、新規として約束している事業の進捗状況はいかがでしょ

うか。昨年３月定例会での施政方針の中から、３つの事業の進捗状況をお伺いし、

山本町長の５期目の町づくりへの基本姿勢を検証してみたいと思います。 

    まず、１点目ですが、これまでの百人委員会は、平成３０年度で終了し、新しい

公聴制度を検討し、早い時期に示したい。そして、町民に約束した施策の早期実現

に向け、ハード、ソフト事業に係る事業計画の策定等、着実な事業展開を図ると述

べられましたが、その後の進捗状況はいかがでしょうか。 

    今年度は、来年度の令和３年度から１０年間の新規の総合発展計画を策定する予

定となっていますが、これまでの百人委員会等での町民意見を取り入れると言って

いますが、時代は常に変化しております。かつては十年一昔から五年一昔へと、そ

して今では三年一昔と言ってもいいくらい世の中の変化は大きいものがあると思い

ます。課題解決のために、町民の声を常に聞く体制づくりを早く確立し、もっと身

近な将来ビジョンを掲げ、ふだんの施策へ反映させてもいいのではないでしょうか。

町民が夢を見られるような発想の中で、総合発展計画づくりを進めることをお願い

します。 

    以上、１点目の新しい公聴制度の検討状況についてお伺いします。 

    次に、２点目ですが、保育料の完全無償化実施の検討については、今年３月の施

政方針でも、引き続き検討すると述べられました。保育料については、昨年１０月

から国の施策により無料化となっており、軽米町独自の子育て支援策としての完全

無償化の早期実施は山本町長の決断一つかと思われますが、まだまだ時間をおかけ

するつもりでしょうか。この件については、私の記憶では山本町長の１期目からの

最重要公約だったと思いますが、私の思い違いだったでしょうか。 

    ３点目です。学校給食費の完全無料化の検討と述べられましたが、今年もまだま

だ検討中のようです。さきの３月定例会では、給食費の支払いについて同僚議員か

ら助成金を差し引いての納入は考えられないかという要望もありましたが、給食費

完納者への助成金という趣旨であることから、できないという答弁でした。完全無

料化に進む方法として、現在の７割、５割、３割、そして完全無料化へという段階

的な負担軽減策だって考えられると思いますが、町長がやると言っているが、でき

ない理由は何なのか、理由を明確にして今後の考え方を町民にお知らせすべきでは

ないでしょうか。 

    以上、３点の検討事項についてお伺いしましたが、検討事項などが１年以上経過
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してもなかなか町民へ明るいニュースが届かないという現状をどのようにお感じに

なられているのでしょうか。山本町政もあと２年半だけという現状の中、のんびり

としていていいのか、不安を感じずにはいられません。 

    この２年半という年月をまだまだ２年半もあると考えるのか、もう２年半しかな

いと考えるのか、それは個人のそれぞれの考え方次第でしょうが、私はもっと事業

遂行のスピードアップを図るべきではないかと思います。町民の多くの方々もスピ

ード化を望んでいるのではないでしょうか。少子化、高齢化など、軽米町のみなら

ず、全国共通の大きな課題が多々ある時代です。１つずつ確実に課題解決につなげ

ていかなければ、次々と課題がめじろ押しの状況となっています。スピード感を持

って課題解決に尽力いただくことをお願いし、関連して新型コロナウイルス感染症

対策の軽米町単独事業についてお伺いします。 

    新型コロナウイルス感染症においては、非常に厳しいものがあり、役場も大変な

状況ではないかとご推察申し上げます。今回私がなぜ町長の町づくり基本姿勢と絡

めてのこの問題を取り上げたかといいますと、コロナ感染症対策として町づくりビ

ジョンを基に町民の課題解決にどのように立ち向かっているのかをお聞きしたいと

思い、質問させていただきます。 

    今回のコロナ対策は、各自治体のアイデア合戦の様相を呈しているように感じら

れます。軽米町は、３月２０日過ぎに、隣接の八戸市でコロナ感染者が出て、早速

対策本部を設置し、感染症拡大防止に努めております。その後、国というより、都

道府県単位での知事の対応が注目されてきました。国の施策も４月に入ってから少

しずつ支援施策などが打ち出され、国民１人当たり１０万円給付の特別定額給付金

の支給も始まりました。 

    ５月１４日の臨時議会で、補正予算等が議決されましたが、軽米町独自の支援策

はプレミアム付き商品券発行と飲食業者等への支援金の２つでした。ほかの補正予

算は、国からの全額補助や県との半額補助だけでした。そのとき町長は、今回は第

１弾で、今後状況に応じて第２弾、第３弾を打ち出していくという説明をしており

ました。今定例会においては、町独自の支援策、軽米町事業者等緊急対策支援金と

して３５０事業者に１０万円ずつ支援する補正予算を計上しています。しかし、そ

のほかの町独自の支援策は見当たらないという印象です。 

    連日の新聞報道を見れば、それこそ市町村のアイデア競争が紙面を踊らせていま

す。国の補助への上乗せや盲点を突く支援、各市町村の住民を思いやる施策が各地

で行われており、町づくり競争の感を抱いているのは私だけでしょうか。児童扶養

手当への上乗せ支給や４月２８日以降の同級生である翌年４月１日までに生まれた

新生児への１０万円給付、給食費全額免除、町出身者の学生への支援金等々、各市

町村で実態をいち早く把握し、スピード感を持って支援に取り組んでいる様子がう
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かがえます。 

    子育て支援日本一の町づくりを標榜する山本町政において、なぜ町独自の子育て

支援策が出されないのか不思議でなりません。なぜ他市町村で施策展開している児

童扶養手当の上乗せや年度内に生まれる子供への１０万円支給、給食費の全額免除

などが先にほかの市町村が実施に動いたのか、残念でなりません。緊急時であれば

そこ、町づくりの基本原則を基にした事業を展開されるべきだと思いますが、町民

の方々にはどのように映っているのでしょうか。 

    そこで、軽米町では、この緊急時のコロナ対策において、どのような経過、プロ

セスを経て支援策を提案されてきたのかお伺いします。 

    ３月末には、対策本部を設置し対応策を協議してきたと思いますが、支援に対し

て国や県の動向だけを待っての判断だったのか、町の実態把握にどのような形で職

員等が動いたのかお伺いします。 

    こういう緊急時こそ町づくりビジョンに基づいた施策の展開に取り組むべきでは

ないでしょうか。スピード感が大事です。毎日テレビを見ていますが、行政のスピ

ード感不足に国民は嘆いています。このスピードアップも他市町村との競争の一つ

だと思いますが、現状をどのように理解しているのでしょうか。既に予算化したコ

ロナ対策の支援事業の進捗状況をお知らせください。 

    また、職員も常に町民の課題を念頭に入れ、緊急課題のアイデアを遠慮なく言い

合える職場環境であってほしいと思うわけですが、現状はどのような状況でしょう

か。 

    以上、山本町長の町づくりビジョン達成のスピード感と緊急時における課題把握

への取組状況についてお伺いしました。コロナ対策で多忙なところ恐縮ですが、答

弁方よろしくお願いいたします。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  中村議員の町づくりの基本姿勢と新型コロナウイルス感染症対策

に関わるご質問にお答えいたします。 

    当町における公聴体制については、平成２７年度から百人委員会による町づくり

への意見、提言と各行政区からの書面による意見、要望の受付、本町や出張所等に

配置した意見箱への投書による受付とし対応してきたところであります。総合発展

計画の策定時期を迎えたこと等により、２か年ずつの期間とした百人委員会は平成

３０年度までとし、以降につきましては、中村議員ご指摘のとおり、総合発展計画

の策定を鑑みながら、新しい公聴制度を検討すると申し上げたところでありますが、

令和元年度におきましては総合発展計画策定業務の遅れから、百人委員会に代わる

公聴体制につきましては実現に至らなかったところであります。 
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    総合発展計画に当たりましては、百人委員会での意見、提言や行政区からの町づ

くりへの意見等、再度分析、検証するとともに、策定過程の中での意見交換会や計

画案の説明と併せた懇談会の開催により、町民の皆様からのご意見、ご提言をいた

だく予定しており、具体的体制につきましては今月中に企画立案することとしてお

ります。 

    保育料の完全無料化と学校給食費の完全無料化の検討状況についてお答えいたし

ます。私は、公約として、子育て支援日本一を目指す町を掲げ、その一つとして保

育料の無償化と学校給食費の完全無料化も約束しておりましたことは、中村議員ご

指摘のとおりであります。保育料につきましては、独自軽減、多子軽減など、国に

先駆けて行ってきたところでありますが、完全無償化につきましては実施に至って

いないところであります。子ども・子育て支援法の改正により、３歳以上児の保育

料につきましては、昨年１０月から無償化されたところでありますが、それに合わ

せて未満児の保育料無償化について検討したところでありましたが、財源について

慎重な検討が必要との判断から、無償化の決断までは至らなかったものであります。

国の無償化措置に伴い措置される地方交付税の見込みなどを勘案し、子育て世代支

援のため、早い時期に保育料無料化の決断をしたいと考えております。 

    学校給食費につきましては、長期間にわたり給食費を安価に据え置き、保護者の

負担軽減に努めるとともに、平成２５年度からは副食費の一部助成を開始し、平成

３０年度からは２分の１へ助成額を引き上げるなど、段階を追って給食費軽減への

取組を進めてきたところであります。町民の皆様から、今５期目の町政を負託いた

だくに当たりましては、学校給食費の無料化をお約束しておりますが、保育料の無

償化とともに持続的な取組とするため、財源の確実な手だてを検討しているところ

でございます。次代を担う軽米町の子供たちを地域社会全体で育てる観点から予算

を確保し、早急な実現に向けて進めてまいります。事業遂行が遅いのではないかと

のご指摘でございますが、先ほども申し上げましたとおり、持続的な取組をするた

めの財源的な課題の解決等を図りながら準備を進めておりますので、ご理解をいた

だきますようお願いを申し上げます。 

    次に、新型コロナウイルス感染症対策に関わる当町の単独事業と町づくりビジョ

ンの整合性に関わるご質問にお答えをいたします。新型コロナウイルス感染症の拡

大に伴う外出の自粛や休業要請が強化される中で、当町をはじめ、岩手県内での感

染はなかったものの、政務報告でも申し上げましたとおり、通常であれば１年の節

目である年度末、年度初めは卒業や入学、転勤等に伴うイベント等により経済が活

性化する時期でありますが、感染予防の観点から、それらイベントも軒並み自粛と

なり、当町におきましても飲食業をはじめ、大きな打撃を受けたものと認識してお

ります。 
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    そうした中で、当初収入が減少した世帯が対象とされていた（仮称）生活支援臨

時給付金は、１人一律に１０万円が給付される特別定額給付金制度へと変更された

ところであります。そのような状況を踏まえ、町対策本部の中で個人の生活支援策

である特別定額給付金は、少しでも早く確実な給付体制を取ることや著しい影響を

受けている飲食業者等については早急な支援策を取ること、また町民の利益と経済

の活性化が期待されるプレミアム付き商品券事業を行うこととし、特別給付金事業

に関わる補正予算につきましては専決処分とし、飲食業者等への緊急対策支援金と

プレミアム付き商品券発行事業に関わる補正予算は５月１４日の臨時議会において

提案させていただいたものであります。 

    また、４月下旬から５月上旬に実施した商工業者等を対象としたアンケート調査

を基に、農林畜産業者を含む事業者支援に関わる経費を今回の補正予算に計上して

いるところであります。中村議員が申しますとおり、児童扶養手当の上乗せ支給や

年度内に生まれる子供への１０万円支給など、市町村それぞれに独自の支援策を公

表しておりますが、先ほども申し上げましたとおり、当町におきましては町民全員

が支給対象となる特別定額給付金が少しでも早く確実な給付を実現するため、全庁

体制を取ることとし最優先としたもので、子育て世代等に関わる生活支援策につき

ましては、さらなる拡充を図るべく、現在も継続し検討しているところであります。

国における支援策も拡充する方向で進められており、それらの動向も踏まえつつ、

町として必要な支援策を講じてまいりたいと考えておりますので、ご理解いただき

ますようお願いをいたします。 

    これまでに予算化された新型コロナウイルス感染症対策としての支援事業に関わ

る事業進捗について申し上げます。特別定額給付金につきましては、５月１４日、

全世帯主に申請書を発送し、５月１８日から受付を開始したところでございます。

給付状況につきましては、第１回目の給付を５月２８日、５００世帯に１億２，５

１０万円を、第２回目の給付を６月４日、１，０００世帯に２億６，０５０万円の

振込を完了し、６月４日現在の給付率は約４３％となっております。 

    なお、直近の現在の状況は、後で担当課長より答弁をさせます。 

    新型コロナウイルス感染症対策緊急雇用助成金につきましては、今般国の２次補

正予算において、休業手当等の日額上限や給付率の拡大が図られる見込みでありま

すので、当面国の動向を踏まえながら、助成内容の周知に努めていくこととしてお

ります。 

    児童手当を受給している世帯を対象とする子育て世帯への臨時特別給付金につき

ましては、システムの改修も順調に完了し、公務員以外の対象者３９２件に対し、

定時の児童手当の支払い日と同じ６月１０日に支払いを行う予定としております。

今回の子育て世代への臨時特別給付金につきましては、公務員に対しても町からの
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支給となるものでありますが、受付期間を１０月３０日までとし、申請があった都

度支払い事務を行うこととしております。 

    軽米町プレミアム付き商品券発行事業につきましては、現在取扱店を増やすため、

軽米ショッピングカード会において事業者宛てに参加募集中であり、第１回目の商

品券発行は６月２４日を目標に取り進めていただいております。 

    また、感染症の拡大が急速に進んだ年度末、年度初めに予定されていた学校や職

場関係のイベント等が軒並み中止となったこと等により、収入の減少や自主休業等

を余儀なくされた飲食店等の経営の継続を目的とした軽米町飲食業者等緊急対策支

援金につきましては、６月４日現在で２１業者への支援金の交付を決定しておりま

す。 

    県及び町が協働で支援する軽米町地域企業経営継続支援事業、いわゆる家賃補助

につきましては、２業者から相談されておりますが、臨時国会中に成立予定の第２

次補正予算において、国が直接支援する家賃補助が予定されておりますことから、

その内容を注視し、町内事業者にとって最も有利な支援となるよう助言してまいり

たいと考えております。 

    なお、本定例会には、感染症の拡大により経済的に影響を受け、国の支援施策等

の基準に該当しない事業者も対象とした軽米町事業者等緊急対策支援金と軽米秋ま

つりの開催中止に伴い収入が減少し、活動の維持が厳しい状況となる団体等への活

動の継続を支援する軽米秋まつり緊急対策支援金に関わる補正予算を提案しており

ます。 

    最後に、アイデアを言い合える職場環境についてでございますが、幹部職員に対

し、日頃から若い職員の意見を大事にするよう指導しているところであります。前

例にとらわれない自由なアイデアを大事にしていきたいと考えているところであり

ます。参考までに申し上げますが、今般の新型コロナウイルス感染症に関わる飲食

店の支援として、週に１度の昼食は出前の注文を取ることで職員に呼びかけており

ますが、この支援につきましても職員からの提案を受けて実施しているものでござ

います。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦満雄君） 町民生活課総括課長、松山篤君。 

             〔町民生活課総括課長 松山 篤君登壇〕 

〇町民生活課総括課長（松山  篤君） 特別定額給付金の現在における事務処理状況につ

いてご説明を申し上げます。 

    ６月１日現在の状況でございますが、審査が終了し振込データ入力が完了した分

といたしまして、３，７７２世帯中３，５００世帯分が完了してございます。率に

して９２．７％、金額でございますが、予算額が８億８，９２０万円のところ３，
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５００世帯分といたしまして８億３，６７０万円、率にいたしまして９４．０９％

の状況となってございます。今後につきましては、未申請世帯の方に対する申請を

促す取組を進めていくところでございます。 

    以上、説明終わります。 

〇議長（松浦満雄君） 中村正志君。 

             〔４番 中村正志君登壇〕 

〇４番（中村正志君） 答弁ありがとうございました。先に町長の公約の進捗状況という

ことで、３点の部分について質問させていただきましたけれども、公聴制度につい

ては、常に新しい町民の声を、やっぱりそれを吸い上げて事業に取り入れていくと

いう姿勢は常にふだんから必要ではないのかなと思います。先ほどの答弁の中で、

今月中に委員会等を開催する方向で企画していくというふうなお話でした。 

    それはそれとして、ただこれまでも座談会とか、いろんなことをやってきてはい

るのですけれども、ただこれがありますよと。しかし、町民の人が集まらないとい

うのがこれまでの現状だったのではないのかなと。長いこと地域座談会、地域懇談

会等もやられていましたけれども、ここ何年間かはほとんど少ないと。１桁台の地

区が非常に多いと。その現状を踏まえ、多分もう終わりにしようということになっ

たかと思うのですけれども、ただこれがありますよということで広報しただけで人

が集まるのかどうかと。やはり集める手だてというふうなのも考えなければならな

いのではないかなと。やはり魅力づけとともに、わざわざ来てもらうために、それ

だけの魅力、そしてみんな誘い合って来てもらうというふうな状況、やはり口コミ

なんかも必要ではないのかなと。ただ文書を渡して、ありますから来てくださいで

は、なかなか最近は集まれない状況ではないのかなと。今後町民の方々を対象にし

たそういう懇談会等開くにしても、何とか集めるにはどうすればいいのかなという

ことをやっぱりもっと力を入れるべきではないのかなというふうに、それぞれの区

長の協力とか、いろんなそれぞれの地域の方々の協力なんかも必要ではないかと思

います。やはり職員の方々がいかに町民と一緒にふだんから接しているか、親しく

過ごしているか、そういうことがこういうことにも影響するのではないかなと。や

はりその辺のところを期待したいというふうに思います。 

    また、この公聴制度については、今月中にやると言っていますので、何とかそれ

を期待して、これは終わりにしたいと思いますけれども、保育料の完全無償化と学

校給食の完全無料化、これについては、確かに事業そのものがいいのか悪いのか、

これはまた別として、まず約束したことをいかにして何かしら動きが町民に分かる

ようなことをしてほしいと。それが、昨年の３月から全く何にもないと。ましてや

保育料の無償化については、今年の３月の施政方針でも、なおかつ引き続き検討し

ますと、ただこれだけの一言、３月に１回やって、次の１年後の３月にはまた引き
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続き検討する、これだけで果たしてどうなのかなと。やはりどのようなことをやっ

てまた再度検討が必要なのかというふうな途中経過をもっともっと町民にお知らせ

するべきではないのかなと。それが、我々についても理解が深まることにもなりま

すけれども。確かに必ずしも、全部が全部無償化がいいのかどうか、これは議論の

余地があるかと思います。やはり今現在でもかなり助かっているという人もないわ

けはないと。 

    その辺のところも踏まえながら、しかしもっともっと苦しんでいる人もいるかと

思います。やはりその辺の状況をもっと把握して、全て一律に全部が全部無料化と、

果たしてどうなのかなというふうなこともちょっともっともっと深く考えてほしい

なと。やはりその辺のところをもっと、今現在はこういう状況だからこういう検討

をしているのでというふうなのを広報活動をしていただきたいなというふうなこと

をお願いしたいと。このことについて、今後どのようにして町民に今どういう経過

で進んでいるかということをお知らせしようとしているのか、まずひとつお伺いし

たいと。 

    それから、特別定額給付金１０万円、当初５月２日の新聞を見たときに、軽米町

民はどのように思われたのでしょうか。ほとんどの人たちが、軽米が一番遅いので

はないかというふうな声が出ておりました。ただ、あれが挽回して、先ほどの課長

のお話では、６月１日現在でもう９０％以上の事務が進んでいると。ただ、事務が

進んでいるようですけれども、お金が届いていないのです。これが一番問題ではな

いのかなと。 

    私のところにも昨日だかおととい決定通知書というのが届きました。まだ振込が

ないと。まだ今週中だそうですけれども、１週間に１回しか振込をしないと。果た

してこれでいいのかなと。やはり国でなぜ３０万円から１０万円にして、全ての住

民に対して支給することになったのかと。やっぱり趣旨を感じたら一日でも早く住

民の下に１０万円が届くというのが一番大きな趣旨であると。そのためには、やっ

ぱり事務の効率化とともにお金が早く届くというふうなことを前提にやるべきだっ

たのではないのかなと。何か金融機関とのいろいろあるようですけれども。ただ、

その辺ももっともっと強気に出てやるべきではないのかなと。 

    隣の八戸でさえ、インターネットなんか見れば、全国で一番早かったというふう

なこと、人海戦術で行ったと。１１万世帯ある中で、５月中にはもう８割方給付が

進んでいるというふうなこと、同じお隣の八戸でもそれだけのことができると。だ

ったら、軽米は３，７００ぐらいのところだったら、もう１００％お金が行き渡っ

ていてもよかったのではないのかなと。その辺のところも感じるわけです。やはり

その辺のところをちょっと趣旨を感じて事務を進めるべきではないのかなと。この

ことがいろんな事業についても言えるのではないかなというふうに感じます。 
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    緊急時であればこそ、町の課題をとにかく取り入れてやるということが必要では

ないのかと。先ほどプレミアム付き商品券も６月２４日というお話。果たしてこれ

は早いのか遅いのか、私は遅いのではないかなというふうに感じますけれども。 

    もう一つは、１，０００円券。ほかの町では５００円券があるようですけれども、

今朝テレビで宮古を見ていたら、５００円券を４，０００円で５，０００円分をお

上げするというふうな話。よくよく考えてみれば、町で高齢者の方々が日常の用品

を買物するときに、１，０００円を超える買物が果たしてどれぐらいあるのかなと。

私もたまに買物をするとき、何でもかんでも、男ですから、結構何でも、無駄なこ

とも買いますけれども、１，０００円を超えるというのは結構ない場合もあります。

となれば、あれは１，０００円券を使えないということになる。やはりその辺のと

ころも町民の実情もちょっと考えて、今後の企画に取り入れるべきではないのかな

と。 

    あともう一つ、ある店から聞きましたら、うちでは取り扱っていないよと。あれ、

そうなのですかと。いや、うちではやっていないと。飲食業者のほうでは取り扱わ

ないところが結構あるようだなというふうなことをちょっと感じました。その辺の

ところ、どこまでそのプレミアム商品券を使っているのかというのを実態調査して、

施策に反映させるべきではないのかなというふうな感じを受けております。やはり

もっともっとその辺のところを、町民の実情を把握した上で施策を考えてほしいな

というふうなことをお願いして、そのことについて見解をお伺いしたいと。２つぐ

らいしか再質問の内容はございませんけれども、よろしくお願いします。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  給食費の完全無料化と保育料の無料化、ご指摘のとおり、皆さん

大変待ちかねておることと思っております。先ほど答弁でもお話ししましたように、

給食費に関しましては、副食費ではもう半額補助しております。助成しております。

保育料もかなりの点で軽減しておりますけれども、これら完全無償化に関わる経費

が約４，０００万円近くかかります。これを持続的に、継続的にこれから向こう続

けていくということには、やはりそれなりのしっかりとした財源が必要と、これは

繰り返しになりますが、と思っております。そういうことで、途中で頓挫しないよ

うに、しっかりと財源を確保しながら、これも遅くなく、１年、２年というような

ことでなく、早急に実現に向けて対応してまいりたいというふうに思っております。 

    また、プレミアム商品券に関しましては、担当課長のほうから答弁させます。 

〇議長（松浦満雄君） 産業振興課総括課長、小林浩君。 

             〔産業振興課総括課長 小林 浩君登壇〕 

〇産業振興課総括課長（小林 浩君） それでは、私からは、プレミアム商品券のご質問
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についてお答えいたします。 

    他の市町村では、５００円券もあるということでございますが、一般的に多いの

は１，０００円券、５００円券があるところもあるようでございます。これは、私

たちも認識はしております。ただ、取扱いをする業者等の手続等も考慮して、現在

は１，０００円券としているところでございます。今後５００円券については、検

討させていただきます。 

    次に、取扱店が少ないのではないかというご質問でございます。昨年までは、使

用された商品券をお金に換金する際に、取扱店より２％の手数料を頂いておったよ

うでございます。今年度その見直しを商工会のほうに、ショッピングカード会でご

ざいますけれども、お願いをいたしました。２％の手数料をなくすると。昨年まで

は約９０店舗程度が取扱いをしております。それで、２％の引換手数料を今年から

なくするということで、現在事業者に取扱店の募集をしていただいているところで

ございます。これによって、これまでよりは取扱店が増えるのではないかと予想し

ております。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦満雄君） 町民生活課総括課長、松山篤君。 

             〔町民生活課総括課長 松山 篤君登壇〕 

〇町民生活課総括課長（松山  篤君） 先ほどご質問のございました、特別定額給付金に

関わる事務処理は進んでいるようだが、お金が届いていないと。週１回しか支払わ

れておらず、国の通知等趣旨を踏まえれば、より早くすべきではなかったのかとの

ご質問でございますけれども、５月中旬に指定金融機関であります新岩手農協様と

この支払いに関しまして協議をいたしましたところ、軽米町だけでなく、県内市町

村に対応する必要があることから、振込データ処理の都合上、毎週１回、１，００

０件程度としていただきたいとのことでございましたので、それを踏まえて事務処

理を進めているところでございます。 

    以上、答弁を終わります。 

〇議長（松浦満雄君） 中村正志君。 

             〔４番 中村正志君登壇〕 

〇４番（中村正志君）  最後の質問となりますので、町長から最後に聞きたいです。先ほ

どは、町民生活課の総括課長からの金融機関との関係お話しされましたけれども、

果たして軽米町の役場職員の方は非常に人がいいのだなというふうに感じました。

もっと強気に出てもいいのでないのかなというふうに私だったら思いますけれども、

それはそれとして、ではほかの市町村もみんなそういうふうにやっていたのかなと

いうふうなのをちょっと疑問符がつきますけれども、それはそれとしていいです。 

    最後に、町長からお伺いしたいです。この新型コロナウイルス対策に関連して、
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各市町村でそれぞれいち早く緊急対策を打ち出してきていたわけですけれども、そ

れに対して町長はどのようなことをお感じになられたのか。それに対しての、軽米

町ももっとこれもやらなければならない、これもやらなければならないというふう

にお感じにならなかったのか。何かいまいち緊急事態だというふうなのが受け止め

られないような、我々にとっては、そういうふうな感じなのですけれども、確かに

コロナウイルスに感染した人は岩手県ゼロでございますし、軽米にもいらっしゃら

ないので、人ごとだという人もないわけではないと思うのだけれども、そうではな

く、全国一律に自粛生活を行っている現状の中で、やはりこれだけ新聞を見てあち

こちの緊急対策を見たら、やはり刺激を受けて、軽米でもこういうことやらなけれ

ばならないのかなというふうにお感じになってもよかったのではないのかなと。 

    これからまだまだ第３弾、第４弾というふうなこともないわけではないと。また、

１兆円交付とかというふうなことで、ふるさと創生交付金、軽米町何億円、何千万

入るのか分かりませんけれども、その事業計画書も多分提出されているのではない

かと思いますけれども、そういう中で新しい展開されるのではないかと思うのだけ

れども、その中で軽米らしさというふうなのをやはり出してほしいなと。それが山

本町政の５期目の総仕上げというふうなお考えであれば、それこそ今までの経験を

基にして軽米町民のための総仕上げとしての施策をどんどん打ち出してほしいなと

いうふうに感じるわけですけれども、その辺のところを含めて最後答弁いただきた

いと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  私も、この感染症対策につきましては、隣県の八戸市で発生があ

りました。それを受けて、大変緊張してこれまで対応してまいりました。決して黙

ってそれを見ていたわけでもございませんし、県のほうにも様々な形で要請もして

まいりました。このコロナ感染対策につきましては、私は短期的なものとは考えて

おりません。これは、もう完全に日本、あるいは世界中からなくなるのは１年後、

２年後になると思っております。今軽米も含めて、世界中はやはり人と物の交流が

活発になってきております。そういうことで、それ抜きにしてまたいろんな経済対

応、そういった活動とは抜きにして考えられません。そういうことで、私はこれは

長期的な視点の中で、今後とも第２弾、第３弾のやはり対応等はしていかなければ

ならないものというふうに思っております。 

    そういう意味で、やはり今実態がどうなのかということをしっかりと把握しなが

ら、そして必要な頃にきちんと適正に対応していくというふうなことが私は一番取

るべき対応ではないかなというふうに思っております。あそこの市町村でこれやっ

た、あそこの市町村でこれやったから、ではそれに乗じてまたどうのこうのという
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ような、そういうふうな考え方でなく、私はやるべきことをきちっとやはり情報を

分析しながらやっていくというふうな、そういった対応が一番大事ではないかなと

いうふうに考えておりますし、またそういった対応を今後ともしていきたいという

ふうに考えております。 

    以上であります。 

〇議長（松浦満雄君） 中村正志君の質問が終わりましたので、換気のためここで休憩い

たします。 

午前１０時４８分 休憩 

――――――――――――― 

午前１０時５８分 再開 

〇議長（松浦満雄君） 会議を開きます。 

    一般質問を続けます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◇５番 田 村 せ つ 議員 

〇議長（松浦満雄君） 田村せつ君。 

             〔５番 田村せつ君登壇〕 

〇５番（田村せつ君） 私からは、通告していた子育て支援と子供の遊び場の２点につい

てお伺いします。 

    初めに、子育て支援についてお願いいたします。軽米町は、子育て支援日本一の

町づくりを目指して、いろいろな支援が実施されています。さらに、妊娠期から高

校生までの子育て親子を切れ目なく支援することを目的に、昨年１０月に子育て世

代包括支援センター「めごかる」をスタートしました。大変いいことだと、私は素

晴らしいなと思って、このパンフレットを見てすごいなと感じました。初めての妊

娠、出産で不安とか、毎日の子育てに不安を感じているなど、多くあると思います。

こういう支援があることで心強く、安心して子育てができることと思われます。と

ころが、スタートして、これからいろんな事業と考えている矢先、新型コロナウイ

ルス感染のために思うように活動できなかったことと思いますが、現段階での状況

をお願いいたします。 

    まず初めに、子育て世代包括支援センター「めごかる」がスタートしたことで、

子育て世代の反応はどうだったのか。 

    ２点目としまして、「めごかる」をスタートしてからの子育てについて、相談な

どの利用状況はどうだったのか。 

    ３点目としまして、子育てに関する勉強会などはどういうことを行ったのか、ま

た参加者の状況はどうだったのか。 

    以上、３点のことについてお伺いいたします。答弁よろしくお願いいたします。 
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〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  田村議員の子育て支援についてに関するご質問にお答えいたしま

す。 

    妊娠期から子育て期の切れ目のない支援を目的として、昨年１０月、健康ふれあ

いセンター内に子育て世代包括支援センター「めごかる」を開設したところでござ

います。「めごかる」の活動内容といたしましては、妊娠初期にはこれまで行って

いた母子手帳交付時の保健師の面談に加え、全員に妊娠プランを作成し、出産、育

児が具体的にイメージできるよう説明を行っております。また、保健師が面談する

中で、育児能力や心身の健康面、家族関係などで継続的な関わりが必要と判断した

方には、個別支援プランを作成し、早期に支援を開始しております。妊娠後期には、

全ての妊婦を対象に妊婦訪問を実施し、産後の体や心の変化、赤ちゃんについての

説明を行い、赤ちゃん人形を使っての抱っこやおむつ交換等の実技指導を行ってお

ります。子育て期については、個別の相談のほか、子育てに関する勉強会を実施し

ておるところでございます。 

    コロナウイルス感染症の影響につきましては、昨年度の事業につきましては勉強

会は既に終了しておりましたが、国内の感染拡大を受け、３月の乳幼児健診や幼児

教室は全て中止いたしました。今年度につきましては、乳児健診については対象人

数が少ないため、感染予防対策を徹底した上で４月から実施しておりますが、幼児

健診につきましては４月５日は中止しております。また、幼児教室についても実施

を見合わせております。これらの事業につきましては、緊急事態措置が解除された

ことから、６月から再開する予定としており、幼児健診を受診できなかった方につ

いては、今後の健診や保育園健診の機会を利用し、受診できるようにしてまいりま

す。勉強会につきましては、コロナウイルス感染症の状況を見ながら、実施につい

て検討してまいります。 

    なお、妊婦訪問や赤ちゃん訪問については、体調を確認した上で実施しておりま

す。 

    「めごかる」に対する子育て世代の反応につきましては、妊婦訪問で病院ではや

ってくれないことを教えてくれることや赤ちゃん人形の実技がうれしい、ペアレン

トトレーニングの教室がとてもよかった、また参加したい、土曜日も予防接種がで

きるようになって助かったなどの声が寄せられております。 

    子育てについての相談につきましては、「めごかる」スタート時に全世帯と小中

高等学校に開設のお知らせのチラシを配付しておりましたところ、小学生や中高生

の保護者はもとより、学校関係者からも不登校傾向にある生徒に関する相談などの

連絡が入るようになっており、前年度と比較して２割ほど相談は増加しております。
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保護者からの主な相談内容としては、子供の育ちに関することなどでございます。 

    また、子育てに関する勉強会につきましては、昨年度は２つの勉強会を実施して

おります。１つ目は、子育てにいらいらしたときの解消法を２回コースで実施し、

延べ１３名の方から参加いただきました。参加者からは、日常的に生かしたい、ス

トレスを感じたときは思い返してやってみたいなどの声が寄せられております。２

つ目は、子供の困った行動を変えるのではなく、親が子供の困った行動への対応を

変えることにより、親子の温かい関係をつくっていくことに視点を置いたペアレン

トトレーニングを５回コースで実施し、延べ７１名の方から参加いただきました。

参加者からは、怒ってばかりの子育てよりも褒める子育てのほうが自身の疲れ方も

違うし、何より子供の気持ちが穏やかになることを学んだ、困った行動に対してど

う対応したらよいか具体的に聞けて実践するのが楽しみになったなどの声が寄せら

れております。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦満雄君） 田村せつ君。 

             〔５番 田村せつ君登壇〕 

〇５番（田村せつ君）  ありがとうございました。「めごかる」がスタートしていろんな

ことがなされて、大変いいなと思いました。私は、子育て世代包括支援センターは、

子育て世代がどういうことを求めているのか、利用者側の視点に立っての支援が必

要ではないのかなと考えます。そこで、ちょっと私なりに考えましたことをお伺い

いたします。 

    ３月の定例会の町長施政方針の中で、高齢者も生き生きと暮らすために認知症カ

フェの開設も考えてあるとありましたが、高齢者だけでなく、若い子育てママたち

もほっと一息ついたり、悩みを語り合うような、そういうふうなママカフェという

ものがあってもいいのではないのかなと考えました。 

    それと、このパンフレットを見ますと、「めごかる」の開設日時は、月曜日から

金曜日、８時半から５時１５分までとなっていますが、共稼ぎママたちのために、

月に何回でもいいから土曜日か日曜日の開催はどうなのかなということをちょっと

考えました。 

    最後ですけれども、保育施設に入所している親御さんはいいですけれども、家庭

保育で核家族のママたちが、何か用事があったり急用ができたりしたとき預けられ

る一時預かりがあれば、大変これは難しいことなのですけれども、そういうふうな

ことがあれば大変助かるなと思います。「めごかる」の目玉として考えてみてはい

かがでしょうか。 

    以上のことをお伺いいたします。 

〇議長（松浦満雄君） 健康福祉課総括課長、坂下浩志君。 
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             〔健康福祉課総括課長 坂下浩志君登壇〕 

〇健康福祉課総括課長（坂下浩志君） 田村議員のご質問にお答えしたいと思います。 

    まず、１点目のママたちのほっとカフェの設置等をしたらどうかということにつ

きましてですが、今青少年ホームでやっている子育て支援拠点センターのほうでは、

１か月に１回ママたちが集まってカフェタイムを設けるような活動はしております

けれども、「めごかる」においてもそういった活動ができればいいなというふうに

は私も考えております。そのことについては、今後「めごかる」のスタッフたちと

検討をしていきたいというふうに思います。 

    また、２点目の土日の開催ということでありますけれども、いずれママさんたち

は子育ての間はちょっと仕事を休んでいるという方も多いと思いますので、平日で

の対応でも大丈夫なのかなというふうには考えていますが、それでもやはり土日で

ないと動けないというママさんたちや妊婦さんたちも多いのかなというふうには考

えますので、今後の検討課題としていきたいというふうに考えております。 

    また、３つ目の一時預かりができるようになればいいなというふうなことであり

ます。これは、百人委員会でのときでも一時預かり等の施設が欲しいというふうな

ことは要望に上がっていたことでありまして、それについても設置については健康

福祉課のほうでも考えておるところですけれども、スタッフの確保とか、そういっ

たのが非常にちょっと困難なところもありまして、実現には至っていないところで

あります。今後についても、一時預かり等の施設等を検討していきたいというふう

に考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いしたいと思います。 

    以上で答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦満雄君） 田村せつ君。 

             〔５番 田村せつ君登壇〕 

〇５番（田村せつ君）  ありがとうございました。ぜひ実現に向けて前向きに検討してい

ただきたいと思います。一時預かりは、スタッフをそろえたりとか、大変難しいと

思いますけれども、どういう形で考えていけばいいのか、解決策、いろいろ考えれ

ば見つかるかもしれません。支援センターを利用する側がどういうことを求めてい

るのか、利用者側の立場に立っての考え、そして充実した子育て包括支援センター

「めごかる」になることを期待して、次の質問に移ります。 

    次は、子供の遊び場についてですが、子供の遊び場設置につきましてはこれまで

も一般質問で何度かお伺いしておりましたが、実現には至っておりません。議会報

で、この裏表紙のところに「かるまい町に住んでみて」というコーナーがありまし

て、ここのコーナーでは最後のところに自然が豊富なのに遊び場がない、子供の遊

び場があればいいなというのが毎回毎回本当に載っております。そして、もちろん

交流駅（仮称）ができれば、その中にできるとは思いますが、まだできるまでに間
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がありますし、子供の成長は待ってくれません。そして、交流駅のほかに、違う場

所にも遊び場があってもいいのではないかなと思います。統廃合により廃園になっ

た施設などの遊具を利用して、町内のどこかに設置してほしいなと考えますが、い

かがでしょうか。答弁よろしくお願いいたします。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  田村議員の子供の遊び場についてに関するご質問にお答えいたし

ます。 

    田村議員のご指摘のとおり、子供やその保護者が安心して利用できる遊び場や公

園の整備につきましては、子育て世代をはじめ、町民の皆様から多くのご要望があ

ると承知しているところであります。公園の整備について、これまでも検討してま

いりましたが、用地や管理も含めた予算の確保が課題となり、現在まで整備には至

っていない状況であります。今後建設されるかるまい交流駅周辺への公園整備等も

含め、検討してまいりたいと考えております。 

    また、今年度幼稚園を閉園とし、認定こども園の設置に向けて準備を進めており

ますが、田村議員からのご提案のとおり、遊休施設の有効利用も見据え、また既存

の保育園、小学校の園庭、校庭の一部開放も検討に含め、子供の遊び場の確保につ

いて、関係機関と協議してまいりたいと考えております。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦満雄君） 田村せつ君。 

             〔５番 田村せつ君登壇〕 

〇５番（田村せつ君）  公園が、どこかに遊び場ができて、それを子供の親だけでなく、

高齢者の方も子供が遊ぶ姿を見るというのはすごくうれしいような感じですので、

どこかに設置してくださることを期待して、私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◇３番 江刺家 静 子 議員 

〇議長（松浦満雄君） 次に、江刺家静子君。 

             〔３番 江刺家静子君登壇〕 

〇３番（江刺家静子君） 日本共産党の江刺家静子でございます。新型コロナウイルス感

染症対策の取組について質問いたします。 

    まず最初に、この感染症対策の取組は、未知の部分も多く、その中で町職員の皆

さんが感染対策や緊急支援の業務に休日対応、時間外勤務など、各課が応援態勢で

取り組まれてきたことに敬意を表します。 

    質問の１つ目です。新型コロナウイルスから町民の暮らしと営業、命を守るため
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の町の対策を求めることについて発言いたします。まず、コロナウイルス特別措置

法の緊急事態宣言は解除されましたが、このところまた第２波だと恐れるような報

道もあったりして、これからの経済、社会活動のことが心配されます。経済、社会

活動の再開は、感染防止の取組とともに段階的に進めていかなければならないと思

います。感染拡大を止めるための医療と検査の体制を強化することや安心して仕事

や生活ができるように、国や県の援助制度に加えて町としてもさらなる支援の取組

が必要とされています。県内の市町村では、独自に生活を守る様々な対策を実行し

ています。先ほどの同僚議員の質問とも重なる部分もありますが、よろしくお願い

いたします。 

    まず、感染症防止対策及び検査の医療体制についてです。ＰＣＲ検査、何でこん

なに検査が進まないのだろうと思っている方もたくさんいらっしゃると思います。

かかりつけ医など、医療機関でも可能にし、そして医師会の協力で町内で行えるよ

うに政府に求めるとともに、町民の不安や疑問に答えるための情報を発信すること、

これは町だけでは検査とかそういうことはもちろんできないことは分かりますが、

町として町民を守るという気概を持って国や県に要望していく、その態度を示すこ

とが大事だと私は思います。町長は、町村会長もやられておりました。そのことか

らも、ぜひともこのことを全県で国に対しても要望していくような態度を皆さんに

示していただきたいと思います。 

    介護施設や障がい施設では、施設任せではなくて、感染予防対策を支援すること、

全国では施設の集団感染という例が挙がっております。施設では、本当に消毒から

人員体制の確保など、大変なことがあります。ぜひとも町でもその声を聞くなどし

て、支援するということをしていただきたいと思います。医療機関、高齢者介護施

設、障がい者や児童施設、学校へのマスク、消毒液確保の対策を継続して行うこと

を求めます。小学生は、小さいマスクが手に入らなくて大変困ったという声も聞き

ましたし、あと学校の先生方も、授業のほかに消毒などのそのほかの、授業のほか

の業務が増えて大変だと思います。町でそのことを継続して支援していくことを要

望いたします。 

    ２つ目として、町民の暮らしと営業を守るための町の対策についてです。１人１

０万円の給付は、先ほども９０％以上の進行状況であるということを聞きました。

一日も早く、漏れなく、これからは申請していない方を把握していくのが大変大事

な仕事になってくると思いますが、漏れなく行うこと、そして家族の中で世帯主に

振り込みますので、家族の中でもしももらっていないとかトラブルがあったときは、

そのときはどうぞ丁寧に対応して、相談に乗っていただきたいと思います。 

    次に、感染防止対策として営業自粛を求める際は、その損失補償とセットで行う

ことを国に求めるとともに、対象から外れるような業者には町が対策を取ること。
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これは、ある業者が持続化給付金、５０％以上の収入が減少した場合ということが

条件になっていますけれども、これは大変厳しい条件だと何人かから聞きました。

うちは、計算したら４０％だったのだということで、それで本当にこれで外れるの

だったら何か悲しいということを言っておりました。ぜひともそのような方には町

が対策を取るようにお願いします。 

    それから、新型コロナウイルスの影響により、収入が減少した町民や売上げが減

少した事業者に対して町が独自に給付金を支給すること。これは、先ほどの部分と

もちょっと重複しております。それから、ひとり親世帯に対しての支援です。県内

では、自治体の半数以上がひとり親世帯の支援が広がっております。例えば二戸市

では、児童扶養手当のひとり親世帯に１世帯２万円の追加給付を独自に行っており

ます。また、金ケ崎町では、１人目が３万円、２人目が２万円、３人目以降は１人

１万円というふうに、ひとり親家庭の方は仕事に出られなかったり、また収入が減

っているということで、特別に加算して支給するという自治体が多くなっておりま

す。軽米町でも、ぜひそのことも対応していただきたいと思います。 

    さらに、次は町の基幹産業である農業、畜産業への影響を把握し、必要な支援を

行うこと。商工会では、商工業者に対してアンケート調査をやって、どのような影

響がありましたかということを調査したようですけれども、農家の皆さんは、出荷

先が止まったり、また物流の関係で出なかったりして、生産したものを畑の中にも

う処分してしまいましたという方もいらっしゃいました。また、子牛の値段が上が

っているとか牛肉が売れないとかという話も報道もありますので、ぜひとも調査を

して、必要な支援を行うこと。 

    それから、国民健康保険税、介護保険料などの減免、固定資産税の軽減、公共料

金の支払い猶予制度について町民に周知すること。これは、軽米町だけの制度では

ないのですけれども、本当に今収入が減って、納期が近づいて納税に苦慮している

という方に適用する制度がありますということをぜひとも知らせていただきたいと

思います。ここのところにはないのですが、私はいつも国保の短期保険証の発行に

ついては、収入が少なくて納められないでいるのに対して非常に冷たい措置だとい

うことで反対しておりますが、このような時期にまたさらに短期保険証を発行する

ということは、ちょっと休んでいただきたいといいますか、交付基準などもちゃん

と考えまして、家族の構成とかいろいろ見ていただいて、短期保険証の発行は中止

していただきたいと思います。 

    それから、３番目として、町として新型コロナウイルス感染症の対策マニュアル

を作成し徹底するとともに、支援制度に詳しい専任職員を配置すること。私も何回

か、ちょっと対策本部はどうなっていますかと、対策本部に電話をして例えば税金

のことを聞きたい、または援助制度のことを聞きたいといったときに、そこで一応
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答えて、詳しい担当課に電話を回すとかというふうにするのかなと思いましたら、

特に対策本部という事務局はないという答えでした。ぜひともこの制度はいろいろ

広がっていきますので、電話が来たら、例えばそこで答えられなければ、これは保

健所の対応ですので、何番のところにかけてくださいとか、そういう対応でもいい

ので、ぜひとも詳しい専任職員というのは、町民の相談に乗っていただける職員を

配置してほしいということです。町民は、役場のことあまりよく言わないことが多

いのですけれども、結局最後に困ったときは役場が頼りです。生活に困ったときと

か、お金に困ったとき役場に行って相談してみようかなということになります。ぜ

ひとも頼りになる役場になっていただきたいと思います。 

    最後になりますが、地域医療を守る立場から、公立、公的病院の再編統合の撤回

を国に求めること。これは、コロナウイルスだけに限ったことではありませんが、

今回岩手県内には県立病院があって、本当に助かったと思います。いろんな体制を

つくる面でも、県立病院あってよかったなと思います。ぜひともこれからも再編統

合の撤回を町として国に求めていく態度を示していただきたいと思います。 

    以上です。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  新型コロナウイルス特別措置法の緊急事態宣言が解除されたが、

新型コロナウイルスは未知の部分も多く、これからも感染防止の取組や生命、暮ら

しを守る取組が必要とされています。市町村では、独自に生活を守る対策を実行し

ています。国や県の援助制度に加え、軽米町においてもさらなる独自の支援対策を

積極的に取り組むことを求めますという、以下の質問にお答えしてまいりたいと思

います。 

    まず、感染症予防対策と検査医療体制について申し上げます。ＰＣＲ検査の流れ

としましては、感染拡大をできるだけ防ぐため、発熱など感染が疑われる場合は、

帰国者・接触者相談センターに相談し、検査機関である帰国者・接触者外来で検査

することになっております。ＰＣＲ検査をかかりつけ医など医療機関等で可能にす

ることは、院内感染や蔓延の危険性があることから、まずは帰国者・接触者相談セ

ンターに相談することとなっておりますので、ご理解をお願いをいたします。 

    医師会の協力で、町内での検査体制を求めることにつきましては、二次医療圏で

の検査体制を構築することで話合いが進められており、検査体制が整えられた折に

は、そちらの利用ができるものと思っております。 

    町民の不安や疑問に答えるための情報発信につきましては、町民の皆様へ協力を

お願いするとともに、不安の解消のため行政情報無線で連日お知らせするとともに、

全戸配布のチラシ、かるまいテレビ、ホームページ等により状況の変化に併せて新
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たな情報をお知らせしているところであります。 

    介護施設や障がい者施設に係る感染予防対策の支援につきましては、行動計画で

は感染対策の推進として、国、県、町、医療機関等のそれぞれの機関が自らその対

策を的確かつ迅速に実施することとされておりますが、関係機関と連携を図りなが

ら支援していきたいと考えております。 

    医療機関や学校等に係るマスク、消毒液の確保対策につきましては、今後におき

ましても国、県の動向を把握しながら、医療機関やその他福祉施設等へのマスク、

消毒薬の確保等に努め、必要な対策を講じてまいります。 

    町民の暮らしと営業を守るための町の対策についてお答えいたします。特別定額

給付金につきましては、５月２８日から口座振込による給付を開始しており、毎週

１，０００件のペースで給付を行うこととしております。また、６月下旬からは、

未申請者に対し申請を促すための文書を発送し、それでもなお申請がなかった場合

には、児童民生委員のご協力を得ながら、個別に申請を促す取組を進めていくこと

としております。全世帯が漏れなく受給できるよう、引き続き努力してまいります。 

    感染防止対策として、県から休業の協力要請を受けた町内事業者は１社で、要請

に応じた事業者に対しては県単独事業の感染拡大防止協力金支援事業により一律１

０万円が支給されることとなっております。対象から外れた町内の飲食店等につき

ましては、５月１４日招集の臨時町議会でご承認いただいた軽米町飲食業者等緊急

対策支援金により対策を講じ、６月４日現在で２１業者への支援金の交付を決定し

ております。 

    次に、新型コロナウイルスの影響により収入が減少した町民や売上げが減少した

事業者に対しては、経済産業省所管の持続化給付金等の支援策が講じられておりま

すが、給付対象の基準に該当しない事業者等を対象として、町単独支援策の軽米町

事業者等緊急対策事業に係る補正予算を本定例会に提案しているところであります。 

    町の基幹産業である農業、畜産業への影響把握と必要な支援についてでございま

すが、農業、畜産業への影響につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴

う消費需要の減少、出荷の停滞などにより価格の下落、売上げの減少等、影響を受

けている出荷品目もあり、今後新型コロナウイルスの感染拡大が長期化した場合、

影響が拡大されることが懸念されるため、引き続き国、県、事業者、農業協同組合、

岩手県農畜産物価格安定基金協会など、関係機関からの情報把握に努めてまいりま

す。 

    なお、農林畜産業の皆さん方も、先ほど説明いたしました町単独支援策の軽米町

事業者等緊急対策支援金の対象となっているものであります。 

    また、国、県等の支援策である持続化給付金、高収益作物次期作支援交付金、肥

育経営生産基盤強化緊急支援事業費補助、肉用牛肥育経営安定交付金制度などの支
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援制度及び国の第２次補正予算による支援等につきましても、関係機関と連携を図

りながら、事業者の皆様への周知に努めてまいります。 

    ひとり親世帯に係る町の支援策といたしましては、ひとり親世帯を含む全子育て

世代を対象とした町独自の支援策を検討しているところであります。 

    地方税の減免、軽減等につきましては、個人事業者を含む中小事業者の償却資産

と事業用家屋の固定資産税等の減免や軽自動車の環境性能割の非課税の適用期限の

延長等につきまして、条例改正を今定例会に提案しているところでございます。 

    これら諸条件を整備した後、広報かるまい、広報お知らせ板及び軽米町ホームペ

ージに掲載するとともに、事業用固定資産税の軽減措置につきましては、軽米町商

工会の協力もいただきながら事業者に周知するなど、様々な媒体を活用しながら周

知に努めてまいりたいと考えております。 

    新型コロナウイルス感染症対策に係るマニュアルの策定等に係るご質問にお答え

いたします。新型コロナウイルス感染症に係る支援策は、国や県の制度、町独自の

支援など、多岐の分野にわたっており、どのような支援策があるか、自分に合った

支援策は何かなど、よく分からないことも多いと思いますが、町ではホームページ

のトップページに新型コロナウイルス関連情報を載せ、個人向けや事業者向けなど

に分けて支援策を分かりやすく紹介しております。また、かるまいテレビでも、町

の職員が支援策を紹介しております。さらに、広報お知らせ版でも数回に分けてお

知らせをするとともに、電話によるお問合せにも再生可能エネルギー推進室が対応

しているところであります。専任職員の配置までは至っておりませんが、全庁体制

で支援策を周知徹底しておりますので、ご理解をお願いいたします。 

    公立、公的病院の再編統合に係るご質問にお答えをいたします。県の方針におい

て、国により公表された本県の医療機関の大半が既に病床機能の転換や病床数の見

直しが実施されていることから、直ちに再編につながるものではないと認識してお

りますが、引き続き注視し、必要があれば町村会等を通じて申入れなどを行ってい

く所存であります。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦満雄君） 江刺家静子君。 

             〔３番 江刺家静子君登壇〕 

〇３番（江刺家静子君） 町としての今考えている現状について回答していただきました。 

    最初に、同僚議員が質問した学校給食のことなのですが、ひとり親世帯に対する

給付金は、これから検討していくということです。全部の子供に対して最も助かる

支援は、今のところ私は学校給食費を免除していただくということがいいと思って

おります。市町村によっては、３か月間無料する、または今年度１年無料にすると

いう自治体もありました。町長は、公約で学校給食費、幼稚園、保育園の給食費の
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無料化ということを公約に上げたわけですけれども、財源のことは今これから検討

していくということなのですが、私は町長がそういうことを公約したということは、

もちろん財源の見通しもあって公約したものだと思っておりました。財政のことも、

もう何年も町長やっておられるので、分かって公約したと思っていましたので、と

ても期待しておりました。あまり長く検討せずに、すぐにでも実現していただきた

いと思います。 

    それから、臨時会でありましたが、商品券のことです。２０％の割増しの商品券

を発行するということでした。１０万円もらってといいますか、給付されて、とて

も喜んでいる人がたくさんいます。ただ、これで商品券を買うかとなると、やっぱ

りこの１０万円というお金は、ただ食料品とか洋服とか、そういうものを買うだけ

ではなくて、病院代や交通費などにも使います。それで、私としては、１０万円に

対して２万円だったら２０％の商品券を給付したほうがいいのではないかと提案し

たいと思います。そうすると、それを必ず行って買うことになると思うのですが、

やっぱり話を聞いていると、「商品券買ったすか」と言えば、前回の場合も、「い

や、買いません」ということが高齢者同士で集まっていてそういう話を、買わない

のすかという話聞きました。やっぱり現金が大事なので、そういうことになってい

ると思います。本当に町の商工業者に対して潤っていくようにというのであれば、

給付していただければ助かるのではないかと思います。 

    また、地域臨時交付金というのがありますけれども、その活用事例書の中に、上

下水道料金や公営住宅の家賃、学校給食費等の減免も地域の実情に合わせて可能で

あるというような、それも対象になるのかという、いろんな事例があるようです。

ぜひともいろいろ調べていただいて、活用をみんなのためになるようにしていただ

きたいと思います。 

    最後になりますけれども、先ほども言いましたけれども、１０万円の給付で、多

分家族の中では私はもらっていないと来たりとかあると思うのですが、そういう方

の相談に対しては、特に丁寧に対応していただきたいと思います。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  学校給食の完全無料化につきましては、先ほど中村議員にもお答

えしたとおり、１年、２年と言わずに、早急に急ぎながら実施してまいりたいとい

うふうに思っております。 

    また、商品券に関しましては、いろんな形で商品券を使った給付の仕方をこれか

らも考えていきたいと思いますし、プレミアムにつきましてはこの形で執行させて

いただきたいというふうに思っております。 

    以上であります。 
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〇議長（松浦満雄君） 町民生活課総括課長、松山篤君。 

             〔町民生活課総括課長 松山 篤君登壇〕 

〇町民生活課総括課長（松山  篤君） 特別定額給付金の問合せ等について、町民からの

問合せ等につきましては丁寧に対応してほしいとのことでございます。これまでも

お叱りや問合せなど、多数のお電話を頂戴しているところでございますが、部下職

員に対しましてはより一層今後とも丁寧に対応していくよう指導徹底してまいりた

いと思います。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦満雄君） 江刺家静子君。 

             〔３番 江刺家静子君登壇〕 

〇３番（江刺家静子君）  本当に大変ですという業者の声とか聞きます。先ほどの丁寧な

対応をよろしくお願いいたします。岩手県の達増知事は、誰もが感染する可能性が

あると改めて注意を喚起しながら、感染は悪ではない、県内１号になっても県は責

めない、特に丁寧に優しくし、健康を守ると言ったというようなのが新聞に載って

おりました。私も、自分が感染させられるかもしれないというそのことだけを心配

しがちなのですが、感染させるかもしれないということも常に頭に置いて、マスク

とか手洗いとかやりたいと思います。保育園の先生方の指導の仕方を見ていると、

２歳、３歳の子供に、こんなにして教えているのかという、本当に感心することが

ありました。それは、私が「あっ、マスク忘れてきた」と言ったら、３歳の子が「心

配しなくていいよ。咳が出そうになったらこうすればいいんだよ」と言ってくれま

した。そして、その子のまた手の洗い方がすごく丁寧なのです。そういう仕事をさ

れている皆さんに感謝しながら、次の質問に移って。 

    それでは、次の質問に移ります。住宅リフォーム奨励事業を拡充して、地域経済

の活性化につなげることについて質問いたします。コロナ危機の下で、日本経済は

戦後最悪という危機に直面し、国民の暮らしと雇用は大きく脅かされていると新聞

報道がありました。例えば岩手県の経済研究所は、いわて景気ウォッチャー調査と

いうのを発表しました。景気の判断指数は、４月に行った調査だと１４．３になり、

前回調査と比べて２８ポイント低くなって、景況感の分かれ目とされる５０を８期

連続で下回ったということです。 

    この調査に答えたウォッチャーの方の中には、県北では予約のほとんどがキャン

セルした、また売上げが前年同期と比較して４割から５割の見込みというのは旅館

業の方、企業は人員削減の方向で動いているようだという声などが出されたという

ことです。また、牛肉の需要が落ち込み、価格の下落が進んでいるなど、収束が長

引けば長引くほど売上げが厳しくなるというような声も届いています。 

    ここに、私は地域経済の活性化につなげるとしては小さい金額かもしれませんが、
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今町で行っている住宅リフォーム事業を拡充して、少しでも仕事をつくり出してい

くことを提案したいと思います。住宅リフォームは、建設関係の業者だけではなく

て、その方に仕事が入れば、いろんな材料や、また人件費、またガソリンなど、多

くの業者によい影響が与えられると思います。ある建設業者の方は、公共事業はあ

るけれども、民間の事業はさっぱりですという、何かみんなで全部もうやめたとい

うか、抑えているという、そういう空気を感じますということを言っておりました。

今このコロナウイルス対策で経済が低迷する中、住宅関係の仕事も減っているとい

うことです。生活改善と経済波及効果につながると思われる住宅リフォーム奨励事

業の拡充を提案したいと思います。 

    現在の軽米町の奨励事業の交付対象住宅の条件の一つに、下水道供用開始区域内

にある住宅は下水道への接続工事に合わせて工事が行われる場合に限るとあります。

昨年だったと思うのですが、申し込んだけれども、俺は対象にならなかったという

方は、やはり下水道へつなぐ工事ではなかったということのようでした。この条件

の拡充を求めます。 

    まず、経済的や家族の事情などで下水道より優先させたい修理もあると思います。

下水道にすぐつなげればいいと思うのですが、それよりも、例えば玄関とか、修理

が必要になってきたということで、そちらを優先させて、下水道はまた後回しとい

う方も中にはあるかと思います。下水道の供用開始区域内でも、下水道接続工事以

外の住宅リフォームも対象にしてほしいと思います。そして、リフォームの工事費

が現在は３０万円以上かかった場合に対象となるとなっていますが、これを２０万

円以上に引き下げて、２０万円を超えても対象になるのだということにしていただ

きたいと思います。市町村によっては、ここが１０万円以上というところもあるよ

うです。 

    それと、もう一つ、補助上限額を住宅リフォームは１０万円、工事費の１０％で

上限が１０万円ということになっております。下水道への接続を併せて行うリォー

ム工事には２０万円に増額して、この下水道の供給を増やしていくということにつ

ながるのではないでしょうか。このことについて質問いたします。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  江刺家議員の住宅リフォーム奨励事業を拡充し、地域経済の活性

化につなげることについてのご質問にお答えいたします。 

    住宅リフォーム奨励事業は、平成２２年に町民の居住環境の向上及び町内商工業

等の活性化を図ることを目的とし、交付額１０万円を限度とし、町内施工業者を利

用しリフォームを行った場合に、軽米共通商品券を交付する事業であります。これ

までの１０年間で対象事業費２億１，５００万円に対して８０４万円分の商品券を
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交付しており、一定の経済効果があったものと思っております。 

    １点目の下水道区域で下水道に接続していなくとも助成対象にすべきということ

でございますが、実施要綱で交付対象者の要件の一つとして、公共下水道が供用開

始された区域で公共下水道に接続していない住宅は対象としないとあります。下水

道事業が始まった時期に何とか接続率を高めたいという思いから、公共下水道未接

続の住宅にあっては交付対象としないことになっているものと理解しております。

しかしながら、令和元年度の下水道区域の水洗化率は４８％と、いまだ低い状況で

あります。このことから、これまで同様、公共下水道未接続の住宅にあっては、交

付対象としないことを条件としていきたいと考えております。 

    なお、下水道接続工事と同時に実施するリフォームについては、交付対象として

おります。 

    ２点目の対象工事費３０万円から２０万円引下げについては、来年度に向けての

検討事項としたいと考えております。 

    ３点目の補助上限額、住宅リフォーム１０万円、下水道への接続を併せて行う工

事については２０万円ということについては、住宅リフォーム１０万円とは別に新

築を伴わない下水道接続、合併浄化槽設置について、別途助成制度を検討したいと

考えております。 

    以上、答弁といたします。 

〇議長（松浦満雄君） 江刺家静子君。 

             〔３番 江刺家静子君登壇〕 

〇３番（江刺家静子君） 下水道の供用開始、実施の率が４８％であるということでした。

ここで停滞しているということは、やはり様々な要因があると思いますが、先ほど

も言いましたように、下水道工事への接続を併せて行う工事には２０万円に増額す

ること、このこともなるべく早く実現できるように望みます。 

    地域臨時交付金というのが先ほどもお話ししましたが、積極的に活用するという

ことで、インターネットでもその活用の仕方とか載っております。生活改善型と、

そのことに広げていろいろ活用できるようですので、検討していただきたいと思い

ます。 

    それから、下水道の普及ということですけれども、私は３月の議会で、図書館前

の公衆トイレ、これは簡易水洗で、下水道にはつながっていないと述べました。本

当に町の中心部にある公衆トイレです。ぜひとも下水道につないで、清潔で皆さん

に親しまれると言えばあれですけれども、まず公衆トイレの下水道化も進めていた

だきたいと思います。 

    また、各行政区の集会所があります。私は、本町なのですが、本町も簡易水洗で

す。この機会にこういう集会所の下水道化、水洗化についても何か補助金などの検
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討をしていただければと思います。このことの回答を頂きましたら、私の質問はこ

れで終わります。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  下水道、トイレの連結に関しましては、これも非常に急いで検討

してまいりたいと思います。 

    また、各町内会の集会所に関しましては、いろいろ例えば今の地域活動交付金と

か、いろんな補助対象広げながら検討してまいりたいというふうに思っております。 

〇議長（松浦満雄君） それでは、お昼休憩に入ります。 

午前１１時５８分 休憩 

――――――――――――― 

午後 零時５８分 再開 

〇議長（松浦満雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    一般質問を始めます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◇１１番 茶 屋   隆 議員 

〇議長（松浦満雄君） 茶屋隆君。 

             〔１１番 茶屋 隆君登壇〕 

〇１１番（茶屋 隆君） ４人目、最後の質問者、茶屋です。よろしくお願いします。 

    質問の前に、このたびの新型コロナウイルスの感染によりお亡くなりになれた方

に心からお悔やみ申し上げます。また、入院中の皆様にはお見舞い申し上げます。

そして、感染拡大の中、日夜自らの健康、命も省みず感染された患者の治療に従事

していただいた医療機関関係者の皆様には、心から敬意を表します。また、政府を

はじめ、４７都道府県の知事を先頭に、各市町村の首長、各自治体の職員の皆様、

関係団体の皆様、大変お疲れさまでした。心から感謝、お礼申し上げます。 

    新型コロナウイルス症が発生以来感染が拡大し、国民、県民、町民の一人一人が

あらゆる面で厳しい自粛の中での生活でしたが、岩手県は全国で１県だけ、いまだ

に感染者がゼロです。もちろん軽米町もゼロです。これは、県民、町民の皆様が新

型コロナウイルス症に感染しないように、一日一日適切な日常生活を送ったあかし

であり、よく頑張ったと思い、改めて敬意を表します。 

    さて、これでコロナが終わったわけではありません。これから感染が拡大するか

もしれません。第２波、第３波に備えて、町民が安全で安心した生活ができるよう、

今後コロナに対応していただくことを関係各位の皆様にお願い申し上げますととも

に、私たち一人一人もコロナにはかからない、人にうつさないという強い決意で、

そのための規律ある日常生活を送りたいと思っております。 
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    それでは、議長の許可をいただきましたので、通告しておきました１点、次期総

合発展計画について２点お伺いします。１点目ですけれども、軽米町は軽米町人口

ビジョン総合戦略は平成２７年６月、軽米町総合戦略策定委員会を設置し、２０名

の委員を中心に、町民各層からのアンケート調査も実施し、総合戦略に反映させ、

その後パブリックコメントを行うとともに、百人委員会での意見やＰＤＣＡサイク

ルによる検証を行い、適切な見直しを行い、広く町民の声、意見、提言を反映させ

て進めてきたと思っております。本戦略を総合発展計画の後期計画と位置づけ、新

軽米町総発展計画との整合を図った上で事業を推進してきたわけですが、そのこと

をどのように検証し、令和３年度から実施する新しい総合発展計画に取り入れてい

くのかお伺いします。 

    ２点目ですけれども、次期総合発展計画策定に当たり、特に次の３点についてお

伺いします。１点目ですけれども、人口減少は軽米町だけの問題ではありません。

減少が社会問題となり、それぞれが人口減少に歯止めをかけるにはどうすればいい

か、対策を考えているところだと思います。次期総合発展計画策定に当たっては、

人口減少に歯止めをかけるということが、一番と言わなくても大事なテーマとなる

と思いますが、いかがでしょうか。 

    ２点目です。近年異常気象等による台風で、大雨による洪水や土砂災害が多発し

ています。また、今年に入り、緊急地震速報で携帯電話が鳴りびっくりすることが

数回ありました。大きな地震の前兆かと不安を感じます。最近は、特に想定外の自

然災害への対応を考えておかなければいけないと思いますが、いかがでしょうか。 

    昨年１２月の定例会の私の次期総合発展計画の策定に関する質問に対し町長は、

「計画期間はこれまでと同様、向こう１０年間の計画とし、減少を続ける人口や少

子高齢化、雇用創出や所得の向上、福祉政策、産業振興政策等に関わる町の課題を

分析、検証するとともに、さらには世界的な環境問題や進化し続ける情報化などへ

の町のとるべき対応など、軽米町の将来像を的確に見据えた計画書にしたいと考え

ております」と答弁されました。今世界を揺るがす新型コロナを世界的な環境問題

の一つとして捉えて、今後このような難題に対応する必要もあるのではないかと思

います。 

    以上、３点についてお伺いします。よろしくお願いします。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  茶屋議員の次期総合発展計画の策定に関するご質問にお答えいた

します。 

    新軽米町総合発展計画の後期計画と位置づけ、平成２７年度を始期として進めて

まいりました。軽米町人口ビジョン総合戦略につきましては、産学官、マスメディ
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ア、公募による町民をメンバーとする推進委員会により、主な事業による効果や事

業の在り方等に関し検証してきたところであります。その計画期間は、当初令和元

年度までとなっておりましたが、総合発展計画の考え方に基づいた戦略とするため、

計画期間を１年延長し、本年度までとしたところであります。令和３年度以降を期

間とする総合発展計画の策定に当たりましては、総合戦略も総合発展計画策定のプ

ロセスの中で一体的に策定することで進めております。 

    現在総合発展計画と総合戦略に関わるそれぞれの所管課による事業評価と次期計

画での対応方針を取りまとめの中であり、その結果に対する推進委員会の評価等を

踏まえながら、新規の戦略を策定していくこととしております。総合発展計画にお

ける最終的な指標は、少子高齢化や首都圏への人口一極集中が進む中で、現行の新

軽米町総合発展計画においても定めておりますとおり、定住人口と交流人口の維持

増加であるという考え方は茶屋議員のご意見と同様と考えております。大学や専門

学校等がなく、一旦は町を離れざるを得ない環境もありますが、地元に戻り、ある

いは軽米町に住みたいと思われるような施策、環境の構築に努めてまいりたいと考

えております。 

    近年異常気象や地震等による災害が増加傾向にあることは茶屋議員ご指摘のとお

りでございます。町におきましては、地域を単位とした自主防災組織の結成啓発や

防災士の資格取得支援等に取り組んでいるところでありますが、結果として十分な

組織率等には至っていない状況にあります。それらの活動は、災害の規模が大きく

なるほどにその活動が重要になるものであることから、それらの取組につきまして

も、総合発展計画の中で明確に位置づけたいと考えております。 

    また、今般の新型コロナウイルス感染症につきましては、世界的に猛威を振るい、

医療や経済に大きな混乱をもたらしておりますが、同じような感染症がいつ発生し

てもおかしくないと考えるべきで、今後も常に起こり得るものと認識しておく必要

があるものと考えております。新型の感染症発生など、新しい脅威が発生した場合

も、町民の皆様や関係機関等と一体となって対応できるよう、総合発展計画の中に

盛り込みたいと考えております。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦満雄君） 茶屋隆君。 

             〔１１番 茶屋 隆君登壇〕 

〇１１番（茶屋 隆君） それでは、再質問いたします。 

    ３月２日の岩手日報の論説に、岩手の人口減少に拍車がかかっている。１月の本

県推計人口は１２２万３，０００人で、前年の同じ月より１万４，０００人余り少

なくなった。そのスピードは容赦ない。東日本大震災が起きる直前に比べ、減少数

は１０万人を超えた。わずか９年間で花巻市規模の都市が岩手からなくなったこと
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になると掲載されていました。また、６月６日の日報には、全国で２０１９年生ま

れの赤ちゃんの数、出生数は統計開始以来最少の８６万５，２３４人で、前年比５

万３，１６６人の減で、９０万人割れは初めて。死亡数は１３８万１，０９８人で、

戦後最多。出生数から死亡数を引いた人口の自然減は５１万５，８６４人で、過去

最大の減り幅だったと掲載されていました。その中で、厚労省の担当者は、子育て

環境などの整備にさらなる支援が急務だ。しかし、少子化の背景には、若者の経済

的不安や仕事と子育ての両立の難しさなどがあると指摘されています。 

    岩手県でも、全国でも統計から分かるように、人口減少に歯止めをかけるのは今

までのような出生数を増やそうとするだけのこれまでの政策では非常に難しいので

はないかとの指摘もあります。さらに、出生数に影響を与えるとされる経済情勢も、

新型コロナウイルスによって悪化していて、国や自治体はコロナショックを契機と

して、人口減少を前提とした新たな社会システムをつくり上げるべきで、新たな政

策の必要性を訴えるマクロ経済学者もいます。 

    全国各自治体、軽米町でも人口減少に歯止めをかけるためいろいろな施策、特に

子育て支援、移住定住、雇用創出等の多くのことに取り組んでいます。いずれ目標

を実現するためには、多くの労力、お金もかかります。そこで、これからは人口減

少を前提に考えて、発想の転換をして計画を立て、事業に取り組んでみる必要もあ

るのではないでしょうか。 

    コロナショックで首都圏の人たちの中には田舎に住みたい、特に感染者がゼロの

岩手県は注目されていると思います。今このコロナショックを契機に、コロナショ

ックをチャンスに変えてはどうでしょうか。そのためには、どうすればいいでしょ

うか。私は、町づくりだと思います。魅力ある町、そうです、みんなが軽米に行っ

てみたい、住民として住んでみたい、そういった町です。そのためには、まず子供、

兄弟、親戚、同級生、軽米を離れた仲間たちが帰ってきたいと思うような町、そう

いう町づくりが大切です。簡単にはできないかもしれませんが、そういった町づく

りにこれからは真剣に取り組んでみる必要があると思いますが、いかがでしょうか、

町長。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  全く茶屋議員ご指摘のとおり、今特に少子化が全国的に進行して

おります。そういった中で、軽米町の今現状を申し上げますと、特に２０代の若者

の人口が非常に全国平均と比べ半分近くというふうなことで、若者が非常に少ない

状況でございます。地元への若い人たちが定着できる、そしてまた町外からも若い

人たちが移住してくる、そういった取組が非常に必要だと思っております。そのた

めにも、私はまず雇用、そしてまた安定した職業と申しますか、正規雇用とか、や
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はり将来安心して働けるような雇用状況をつくり出していかなければならないので

はないかなと思っております。それに関しまして、やはり民間の企業誘致も含めて、

官主導型のまた雇用づくり、そしてまたいろんなそういった移住環境とか、そうい

った環境を整えていくことが非常に大事だなと思っております。そして、さらには

おっしゃるとおり、やはり魅力ある町づくり、そういった全国にもいろいろ評価さ

れるような、そういった方向もつくっていかなければならないかなと思っておりま

す。 

    特にコロナで今岩手県感染者ゼロ、町もゼロで推移しております。この状況が続

くと、やはり岩手が、あるいは軽米町がまた全国的にも評価されるのかなと思って

おります。そして、さらにはまたこのコロナ後は、いろんな形で食料、それからま

たデジタル化が今現在も進行しておりますけれども、ますます早まっていく。そし

て、また再生可能エネルギーのそういった環境に対しても非常に今関心が高まって

いるというふうに私も聞いております。 

    そういった面で、これからやはり地方がどんどん評価される時代ではないのかな

というふうに思っております。そういう意味で、私もこれまでやってきた再生可能

エネルギーの取組、それからまた農業振興、そしてまたＬＩＮＥ教育と申しますか、

いろんなＩＣＴ機器の活用等さらにまた進めながら、魅力ある町づくり、また若い

人たちにご理解いただけるような、そういった町づくりを進めてまいりたいと思っ

ております。 

    以上であります。 

〇議長（松浦満雄君） 茶屋隆君。 

             〔１１番 茶屋 隆君登壇〕 

〇１１番（茶屋 隆君） それでは、質問ではありませんが、要望になるかもしれません

が、人口減少に歯止めをかけるための一つの手段として、前段で町づくりについて

述べました。岩手には美しい自然、さらにきれいな、清潔でおいしい空気がありま

す。そして、何よりも軽米にはソバ、アマランサス、エゴマといった、今注目され

ている健康食品があります。そのほかにも、おいしい、昔ながらの食べ物がたくさ

んあります。健康を第一に考えて暮らすには最適の町ではないでしょうか。 

    また、今回のコロナで、岩手から感染者が一人も出ていません。それは、岩手の

皆さんの県民性にあるものだと思います。軽米もそうです。恥ずかしがり屋だけれ

ども、正直で優しい人が多いということです。私は、そのことは自信を持って全国

にアピールしてもいいと思います。岩手の県民のおもてなしは、素朴ですけれども、

特別だとも言われています。軽米町の町民も最高だと思います。どうでしょう、町

長、新しい新鮮な町づくりに本気になって取り組んでみては。そして、全国に発信

してみようではありませんか。 
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    自然災害の対応については、今日の日報にも載っていましたが、「国交省、自治

体に財政支援、災害避難施設を増強へ」という見出しで、避難所に使うための体育

館や公民館などの公共施設を改修する自治体に財政支援をする、新型コロナウイル

ス感染症の予防として、スペース拡大といった密集対策も後押しするということで

す。施設の拡充ももちろん大切ですし必要です。それと並行して、災害時に避難所

等で対応する組織の構築も大事です。 

    町では、行政区ごとに自主防災組織を進めていますが、現状はどうでしょうか。

コロナを契機に、再度構築を早めては。私は、そのためには防災士の資格を持った

人がもっと多く必要だと思います。防災士の資格を取るためには、多少防災対策に

ついての勉強をしなければなりません。資格を取れば、防災についての知識も少し

はつきます。防災士が増えれば、自主防災組織もつくりやすくなると思います。防

災士の資格を取るためにはお金がかかります。町では、半額補助、しかも今は２人

分だけですが、どうでしょう、これを契機に年間で最低でも１０人分の金額を補助

しては。これからは、もっともっと防災士の方が多く必要になると思います。ぜひ

実行していただいてはいかがでしょうか、町長。 

    ３点目の世界を揺るがす新型コロナを世界的な環境問題の一つとして捉えてとい

うことに関しましては、軽米町は再生可能エネルギーの町で、二酸化炭素削減に大

きく貢献しています。できれば、この再生可能エネルギーで発電された電力を地産

地消で軽米町で使えれば画期的なことであり、これからの軽米町の活性化、人口減

少削減等にもつながります。不可能かもしれませんが、諦めず、何らかの方法を考

えて、事業主体に交渉して実現することを期待しています。 

    最後に、災害に強い、エコで健康な町づくりに取り組み、そしてそれを実現させ、

全国にもっとアピールし発信して、新しい軽米の誕生を期待するとともに、前段で

私が述べた、誰もが望んでいる素朴な問題も次期総合発展計画に取り入れてくださ

ることをご要望申し上げまして、町長のコメントをいただき、私の質問を終わりま

す。 

〇議長（松浦満雄君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君）  防災士とか、地域の自主防災組織等のこれからの育成、それから

啓蒙に関しましては、予算も含めた検討もこれから続けてまいりたいというふうに

思っております。 

    それから、避難所に関しましては、今避難所の仕切り、特にソーシャルディスタ

ンスと申しますか、やはりある一定の距離を置きながら避難所に集まっていただか

なければならないので、それは検討しながら、予算化もしていきたいというふうに

考えております。 
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    前も申し上げたとおり、いろんな形でこれから再生可能エネルギーの推進、ある

いは様々な利活用等も含めた魅力ある町づくりにこれからも検討してまいりたいと

思っております。 

    以上であります。 

〇議長（松浦満雄君） 以上で一般質問が終わりました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第６号及び議案第７号の一括上程、説明、質疑、委員会付託  

〇議長（松浦満雄君）  日程第２、議案第６号 財産の取得に関し議決を求めることにつ

いてと日程第３、議案第７号 財産の取得に関し議決を求めることについての２件

を一括して議題といたします。 

    提案理由の説明を求めます。 

    議案第６号 財産の取得に関し議決を求めることについて、町民生活課総括課長、

松山篤君。 

             〔町民生活課総括課長 松山 篤君登壇〕 

〇町民生活課総括課長（松山 篤君） 議案第６号  財産の取得に関し議決を求めること

についてご説明を申し上げます。  

    議案第６号は、老朽化した一般廃棄物収集運搬車の更新を図るため、地方自治法

第９６条第１項第８号及び軽米町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第３条の規定により、議決をお願いするものでございます。 

    取得する財産は、一般廃棄物収集運搬車１台でございます。取得予定価格は７８

６万５，０００円でございます。取得の方法は、岩手県九戸郡軽米町大字軽米第１

３地割１１５番地２、高常自動車工業株式会社、代表取締役、高橋啓介様から買い

入れるものでございます。 

    ご審議の上、ご議決賜りますようお願いいたします。 

〇議長（松浦満雄君）  議案第７号 財産の取得に関し議決を求めることについて、教育

委員会事務局総括次長、大清水一敬君。 

             〔教育委員会事務局総括次長 大清水一敬君登壇〕 

〇教育委員会事務局総括次長（大清水一敬君） 議案第７号の提案理由について申し上げ

ます。 

    議案第７号は、財産の取得に関し議決を求めるものでございます。スクールバス

を取得するため、地方自治法第９６条第１項第８号及び軽米町議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求

めるものでございます。 

    取得をする目的は、児童生徒の通学に供するためでございます。取得する財産は、

スクールバス１台です。取得予定価格は９６８万円です。取得の方法は、九戸郡軽
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米町大字軽米第１３地割１１５番地２、高常自動車工業株式会社、代表取締役、高

橋啓介様から買い入れるものでございます。 

    ご審議の上、ご議決いただきますようお願いいたします。 

〇議長（松浦満雄君） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

    ただいま議題となっております議案２件については、特別委員会に付託して審査

する予定でございますが、この際総括的な質疑を行います。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇議長（松浦満雄君） 質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

    お諮りします。ただいま議題となっております議案２件については、令和２年度

軽米町一般会計補正予算等審査特別委員会に付託して審査することにしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

             〔「異議なし」と言う者あり〕 

〇議長（松浦満雄君） 異議なしと認めます。 

    よって、ただいま議題となっております議案２件については、特別委員会に付託

して審査することに決定しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎散会の宣告 

〇議長（松浦満雄君） これで本日の日程は全部終了しました。 

    次の本会議は、６月１１日午後１時からこの場で開きます。 

    本日はこれで散会します。ご苦労さまでした。 

（午後 １時２５分） 


